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〝
異
例
〟
づ
く
し

の
２
学
期
。
運
動
会

や
学
習
発
表
会
な
ど

の
行
事
か
ら
日
々
の

学
習
に
至
る
ま
で
中

止
・
延
期
・
変
更
と

た
く
さ
ん
の
配
慮
が

必
要
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
で
自
分
に

「
お
疲
れ
さ
ま
」、

新
し
い
年
に
「
よ

し
！
」
と
気
合
を
入

れ
直
し
て
、
３
学
期

を
と
も
に
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

２
月
13
日
（
土
）

に
は
、
第
32
回
青
年

フ
ェ
ス
タ
『
今
だ
か

ら
こ
そ
集
ま
ろ
う
～

春
か
ら
大
切
に
し
た

い
こ
と
～
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
後
の

状
況
を
踏
ま
え
、
開

催
形
式
を
変
更
す
る

可
能
性
が
あ
る
た

め
、
詳
し
く
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

青
年
部
も
一
斉
休

校
以
来
ほ
と
ん
ど
の

活
動
を
休
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
教

採
突
破
講
座
や
住
民

投
票
を
た
た
か
う
中

で
、
新
た
に
ラ
イ
ン

の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ

ト
の
開
設
し
、
つ
な

が
り
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
も
、

今
だ
か
ら
こ
そ
必
要

な
つ
な
が
り
・
学
び

・
活
動
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
１月

全
国
交
流
集
会

撤
回
求
め
市
会
陳
情

市
立
高
の
府
移
管

　

大
阪
民
主
医
療
機
関

連
合
会
は
12
月
14
日
記

者
会
見
を
開
き
、
大
阪

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は

連
日
３
０
０
人
か
ら
４

０
０
人
と
な
り
、
軽
症

中
等
症
病
床
使
用
率
67

・
０
％
、
重
症
病
床
使

用
率
76
・
７
％
と
な
り
、

「
医
療
崩
壊
＝
医
療
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
救
え
る
命
が
救
え

な
く
な
る
状
況
」
が
ま

さ
に
進
行
中
と
指
摘

し
、「
大
阪
で
の
医
療
崩

壊
を
こ
れ
以
上
進
行
さ

せ
な
い
よ
う
、
感
染
の

収
束
に
全
力
を
挙
げ
、

住
民
の
命
と
生
活
を
守

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
」
し
ま
し
た
。

　

喫
緊
の
対
策
と
し

　

大
阪
市
人
事
委
員
会

は
12
月
22
日
、「
給
与

（
月
例
給
）
報
告
」
を

行
い
ま
し
た
。
特
別
給

（
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
10

月
30
日
に
０
・
05
月
引

き
下
げ
を
勧
告
し
、
市

当
局
は
強
行
し
ま
し
た

が
、
月
例
給
に
つ
い
て

は
民
間
よ
り
市
職
員
が

１
１
５
円
（
０
・
03

な
介
入
を
受
け
入
れ
、

給
与
水
準
を
引
き
下
げ

る
独
自
作
業
を
す
す

め
」、
現
在
の
大
阪
市

職
員
の
給
与
は
、「
全

国
の
政
令
指
定
都
市
中

で
最
下
位
の
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
引
き
下
げ
の
背
景
に

は
、
①
ス
ミ
ル
ノ
フ
・

グ
ラ
ブ
ス
検
定
を
導
入

し
、
比
較
対
象
か
ら
高

い
給
与
額
を
除
外
し
て

い
る
こ
と
、
②
保
育
士

・
幼
稚
園
教
員
の
給
料

表
を
大
幅
に
引
き
下
げ

る
独
自
給
料
表
が
作
成

さ
れ
た
こ
と
、
③
教
職

員
の
権
限
移
譲
時
に
地

域
手
当
の
引
き
上
げ
に

際
し
、
本
給
の
引
き
下

げ
で
調
整
し
て
い
る
こ

と
等
、
水
準
を
引
き
下

げ
る
他
都
市
に
例
を
見

な
い
異
常
な
作
業
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」
と
指
摘
し
、
是
正

を
求
め
ま
し
た
。

　

人
事
委
員
会
は
、
給

与
制
度
等
に
関
す
る
課

題
、
公
民
比
較
の
在
り

方
に
つ
い
て
、「
平
成

29
年
以
降
、
３
年
間
も

ス
ミ
ル
ノ
フ
・
グ
ラ
ブ

ズ
検
定
に
よ
り
外
れ
値

と
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
除

外
す
る
取
扱
い
を
行
っ

て
き
た
が
、
検
証
の
結

果
、
今
回
よ
り
同
手
法

を
使
用
し
な
い
と
す

る
」
と
報
告
し
ま
し

た
。
賃
金
確
定
闘
争
は

越
年
し
ま
し
た
。

　

少
人
数
学
級
化
を
求

め
る
教
育
研
究
者
有
志

が
よ
び
か
け
た
署
名
が

22
万
提
出
さ
れ
る
等
国

民
の
世
論
と
運
動
が
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。

ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
健
康
、
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
、
学
校
給

食
費
無
償
化
（
所
得
制

限
な
し
）
の
実
現
を
求

め
る
陳
情
書
」
と
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
き
っ
か
け
に

高
ま
っ
た
少
人
数
学
級

　

大
阪
市
会
は
12
月
９

日
、
す
べ
て
の
市
立
高

校
（
21
校
）
と
中
高
一

貫
の
中
学
校
（
水
都
国

際
、
咲
く
や
こ
の
花
）

を
府
に
移
管
す
る
「
大

阪
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
」
を
大
阪
維
新
の

会
と
公
明
党
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
、
22
年
４

月
移
管
し
ま
す
。
学
校

の
土
地
や
校
舎
な
ど
の

資
産
（
計
約
１
５
０
０

億
円
）
は
市
か
ら
府
に

無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

大
阪
市
の
権
限
、
市
民

の
財
産
を
投
げ
捨
て
る

微
塵
の
道
理
も
な
い
暴

実
現
の
期
待　

学
校
統

廃
合
で
は
な
く
20
人
以

下
学
級
実
現
を
求
め
る

陳
情
書
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
感
染
拡
大
が
深

刻
な
大
阪
市
で
、
市
民

の
命
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
、
健
や
か
な
成
長

を
守
る
取
り
組
み
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

挙
で
す
。

　

市
高
教
は
同
日
、
住

民
投
票
の
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
市
教
委

は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

直
せ
と
見
解
を
発
表

し
、
市
会
陳
情
署
名

「
教
育
条
件
の
重
大
な

後
退
を
も
た
ら
す
『
府

へ
の
移
管
』
凍
結
・
撤

回
、
１
０
０
年
を
超
え

る
歴
史
・
伝
統
を
持
つ

市
立
高
校
の
継
続
・
発

展
を
存
続
が
決
ま
っ
た

大
阪
市
の
責
任
で
行
う

こ
と
を
求
め
る
陳
情

書
」
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

員
定
数
の
減
少
を
１
６

１
５
人
と
見
込
ん
で
お

り
、
差
し
引
き
で
４
７

４
人
の
減
で
す
。
あ
り

得
ま
せ
ん
。
改
善
計
画

（
表
）
を
小
１
だ
け
で

止
め
、
教
育
条
件
は
改

善
せ
ず
、
教
育
改
悪
を

す
す
め
た
第
２
次
安
倍

政
権
を
許
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

認
し
市
教
委
の
不
適
切

な
対
応
を
正
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
２
月
に
予

定
。
障
害
児
学
級
の
増

設
置
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
直
撃
し
て
い
る
障
害

児
へ
の
支
援
の
充
実
、

「
学
校
安
心
ル
ー
ル
」

の
問
題
に
つ
い
て
追
及

し
ま
す
。

　

共
同
の
取
り
組
み

で
、
大
阪
市
域
で
の
支

援
学
校
の
新
設
計
画

が
、
府
教
委
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
成
果
が
確
実
な

も
の
に
な
る
よ
う
に
、

共
同
の
取
り
組
み
を
強

め
ま
し
ょ
う
。

　

障
教
部
は
、
障
害
者

と
そ
の
家
族
・
関
係
者

と
共
同
し
、
障
害
者
の

く
ら
し
や
権
利
を
守
る

運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

関
係
団
体
で
行
っ
た

昨
年
度
の
対
市
交
渉
で

は
、
障
害
児
の
支
援
学

校
へ
の
転
校
に
つ
い

て
、
保
護
者
と
と
も
に

追
及
。
小
・
中
学
校
に

入
学
後
の
転
校
は
、
ど

れ
だ
け
希
望
し
て
も
な

か
な
か
実
現
し
な
い
実

情
が
あ
り
ま
す
。
本
来

は
、
障
害
児
の
学
び
の

場
は
、
障
害
の
状
況
等

に
あ
わ
せ
て
、
変
更
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

　

「
学
校
再
開
後
の
少

人
数
の
『
分
散
登
校
』

で
教
師
た
ち
は
『
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
面
倒
が
見
ら
れ

た
』、
保
護
者
は
『
学

校
が
楽
し
い
と
子
ど
も

が
出
か
け
て
い
く
』
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
不

登
校
の
児
童
生
徒
数
が

減
っ
た
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
」（「
研
究
者

有
志
」
作
成
の
パ
ン
フ

か
ら
）。

　

「
小
学
全
学
年
35
人

学
級 

25
年
ま
で
に 

財

務
省
の
妨
害 

世
論
が

突
破
」、「
教
育
界
悲
願

『
密
回
避
』
後
押
し
」

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
初
年
度
の

小
学
２
年
は
法
改
正
で

は
な
く
加
配
で
す
で
に

35
人
以
下
の
た
め
、
21

年
度
の
教
職
員
定
数
の

改
善
は
全
体
で
１
１
４

１
人
に
と
ど
ま
り
、
少

子
化
な
ど
に
よ
る
教
職

て
、
総
合
区
な
ど
行
政

区
の
改
編
の
議
論
を
中

止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

集
中
す
る
こ
と
、
行
政

区
単
位
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
、

今
後
に
向
け
、
保
健
医

療
制
度
の
構
築
を
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
と
ら
え
、

経
済
効
率
優
先
の
政
策

か
ら
転
換
し
、
感
染
爆

発
に
対
応
可
能
な
人
の

育
成
と
体
制
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

広
域
行
政
一
元
化

総
合
区
反
対

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
12
月
１２
日
、
大
阪

市
廃
止
・
分
割
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
で
大

阪
市
存
続
を
勝
ち
取
っ

た
歴
史
的
な
勝
利
を
受

け
、
臨
時
総
会
を
開

き
、「
広
域
行
政
一
元

化
条
例
」、「
８
区
総
合

区
」
制
度
の
の
２
・
３

月
市
会
へ
の
提
案
を
許

さ
な
い
意
思
統
一
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
で
森
裕
之
立
命

館
大
学
教
授
は
、「
広

域
行
政
一
元
化
」
で
、

大
阪
市
の
「
広
域
事

務
」（
成
長
戦
略
、
港

湾
、
大
学
な
ど
）
を
全

て
府
に
一
本
化
し
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
大
阪
市

の
財
源
も
移
譲
す
る
＝

大
阪
府
の
開
発
予
算
の

確
保
の
た
め
の
手
段
で

あ
る
こ
と
、
相
変
わ
ら

ず
の
維
新
と
公
明
の
政

治
的
思
惑
の
取
り
引
き

で
あ
り
、
大
阪
市
民
や

府
民
の
こ
と
は
ま
っ
た

く
頭
に
は
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

24
区
を
８
区
に
合
区

す
る
「
総
合
区
」
は
市

民
に
混
乱
を
も
た
ら

し
、
コ
ス
ト
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
松
井
市
長

も
か
つ
て
総
合
区
で
は

二
重
行
政
は
解
消
し
な

い
と
説
明
会
で
市
民
に

明
言
し
ま
し
た
。

条
例
提
案
す
る
な

請
願
書
の
取
組
み

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
個
人
請
願
、「『
住

民
投
票
』
の
結
論
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
！
（
条

例
提
案
を
行
わ
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
全
力
を
あ
げ

る
）」
の
取
り
組
み
を

提
起
、
２
月
の
提
出
に

向
け
請
願
署
名
を
広
げ

学校給食費無償、20人以下学級実現を
「住民投票」の結論を守ってください！

障
害
児
の
権
利
守
る

共
同
の
取
り
組
み
で

よ
く
す
る
会
臨
時

総
会
＝
12
月
12
日

35
人
学
級 

来
年
度
改
善
な
し

教
職
員
定
数
減
あ
り
得
な
い

％
）
上
回
っ
て
い
る
が

較
差
が
小
さ
く
改
定
を

行
わ
な
い
と
し
ま
し

た
。

　

市
労
組
連
は
「
大
阪

市
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
関
す
る
要
請
書
」
を

11
月
10
日
に
提
出
し
、

「
人
事
委
員
会
は
、
使

用
者
側
（
橋
下
元
市

長
）
の
不
当
で
一
方
的

月
例
給
改
定
見
送
り

独
自
作
業
を
一
部
是
正

市人事委
給与報告

40人⇒35人 35人⇒30人
年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

学年 小1・2 小３ 小４ 小５ 小６ － 小１ 小２
－ － － 中１ 中２ 中３ － －

（資料）教職員定数改善計画　文科省2010年8月
～30年ぶりの40人学級見直し・10年ぶり
の教職員定数改善計画の策定に向けて～


